
 第Ⅰ部 第６章 ヨーロッパ世界の形成と発展 

  ２ 東ヨーロッパ世界の成立（１）ビザンツ帝国        教教教教 pppp111138383838（（（（LLLL7777））））～ｐ～ｐ～ｐ～ｐ140140140140（（（（LLLL19191919）））） 
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〔395～1453〕 都：【②              】  

〔発展〕【③            】大帝（第 11 代，527～565） 

《1》領土最大化！ 

○ヴァンダル王国を征服 

○東ゴート王国を征服 

→古代ローマ帝国領の大部分を回復 

《2》『④             』を編纂…古代ローマの法規をまとめたもの 

《3》【⑤               】の建立 

《4》中国から養蚕技術を取り入れ，絹織物業を振興 

エフェソス公会議（431） …ネストリウス派を異端とする 

〔領土縮小〕…ユスティニアヌス帝死後 

《西》ランゴバルド王国にイタリアを奪われる 

《東》ササン朝やイスラーム勢力にエジプト・シリアを奪われる 

《北》スラヴ人がバルカン半島に移住し建国 

トルコ系【⑥        】人がバルカン半島にブルガリア帝国建国 

〔防衛体制の強化〕…７C，ヘラクレイオス 1 世の時代 

○【⑦      】制（テマ制）…軍管区ごとに軍事・行政の司令官を置く 

○【⑧      】制…軍管区の農民に土地を与えて兵士とする 

 

〔ギリシア正教へ〕…8C，レオン 3 世の時代 

○聖像禁止令（726）→ローマ教会と対立 

○皇帝教皇主義の確立 

…ビザンツ皇帝がコンスタンティノープル教会の最高位も兼ねる 

〔衰退〕…12C～15C 

○【⑨        】朝の侵入！（12C） 

→ローマ教皇に救援要請，十字軍遠征開始のきっかけ 

○【⑩           】がコンスタンティノープル占領（13C 後） 

→【⑪          】を建国（1204～1261） 

⇒ビザンツ皇帝が一時ニケーアに亡命 

〔滅亡〕 【⑫     】年，【⑬       】帝国により滅亡！ 
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